
　

２
０
２
４
年
度
の
ト
リ
プ
ル
改
定
を
巡
る

議
論
が
最
終
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
次
期
改

定
で
の
最
大
の
焦
点
が
、
物
価
高
騰
・
賃
上

げ
へ
の
対
応
だ
。「
第
24
回
医
療
経
済
実
態

調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
22
年
度
の
損
益

率
（
コ
ロ
ナ
補
助
金
を
除
く
）
の
赤
字
割
合

は
、
一
般
病
院
が
７
割
弱
、
一
般
診
療
所

が
約
３
割
に
上
る
。
特
に
一
般
病
院
の
損

益
率
（
同
）
は
６・７
％
の
赤
字
に
落
ち
込

む
。
23
年
度
は
診
療
報
酬
上
の
コ
ロ
ナ
特
例

措
置
が
縮
小
さ
れ
、
24
年
度
に
は
廃
止
も

見
通
さ
れ
て
お
り
、
病
院
経
営
者
か
ら
は

医
業
利
益
の
悪
化
を
懸
念
す
る
声
は
大
き

い
。
介
護
業
界
も
同
じ
く
、23
年
度
の
「
介

護
事
業
経
営
実
態
調
査
」
の
結
果
に
よ
る

と
、
22
年
度
の
収
支
差
率
（
コ
ロ
ナ
補
助
金・

物
価
高
騰
対
策
関
連
補
助
金
を
除
く
）
は
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
が
１・０
％
、
介
護
老

人
保
健
施
設
が
１・１
％
の
赤
字
と
な
り
、

初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
医
療
機
関
や
介
護
・
障
害

福
祉
施
設
の
運
営
難
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る

の
が
、
人
手
不
足
だ
。
厚
生
労
働
省
の
「
雇

用
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
22
年
の
入
職

超
過
率
は
、
医
療
分
野
が
０・０
％
（
前
年

度
比
１・５
ポ
イ
ン
ト
減
）、
介
護
分
野
が
マ

イ
ナ
ス
１・６
％
（
同
１・０
ポ
イ
ン
ト
減
）
と

な
り
、
介
護
分
野
で
は
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
て
い
る
。
介
護
事
業
者
は
「
今
後
、

高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、
介
護
事
業
所
や

介
護
職
員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中

で
、
非
常
に
深
刻
な
事
態
だ
」
と
危
機
感

を
募
ら
せ
る
。
そ
の
低
下
要
因
の
一
つ
に
、

職
員
の
処
遇
問
題
が
あ
る
。
厚
労
省
の
「
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
以
外
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
介
護
職
員
の
平

均
賃
金
は
全
産
業
平
均
を
大
き
く
下
回
る
。

さ
ら
に
岸
田
文
雄
首
相
に
よ
る
賃
上
げ
要
請

に
よ
り
、
23
年
の
春
闘
の
全
産
業
平
均
賃
上

げ
率
が
３
・
58
％
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
医
療

機
関
は
１・９
％
、
介
護
事
業
所
は
１
・
42
％

に
と
ど
ま
り
、
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
が
拡

大
す
る
な
ど
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分

野
か
ら
賃
金
の
高
い
他
産
業
へ
の
人
材
の
流

出
も
顕
現
し
て
き
て
い
る
。
医
療
機
関
や
介

護
・
障
害
福
祉
施
設
の
経
営
を
安
定
化
す

る
上
で
も
、
次
期
改
定
で
ま
ず
人
材
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
原
資
と
な
る
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を
実
現

で
き
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
、
医
療
機
関
や
介
護
・
障
害
福
祉

施
設
の
事
業
展
開
に
当
た
り
、
24
年
４
月
よ

り
施
行
さ
れ
る
医
師
の
働
き
方
改
革
や
改

正
感
染
症
法
、
改
正
介
護
保
険
法
、
第
８

物
価
高
騰
・
賃
上
げ
対
応

人
材
確
保
の
原
資
確
保
へ

働
き
方
改
革
の
始
動
と
影
響

財
務
諸
表
の
公
開
義
務
化
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次
医
療
計
画
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、
第
４
期
医
療
費
適
正
化
計
画
な
ど
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の

う
ち
医
師
の
働
き
方
改
革
で
は
、
医
師
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
本
格
的
に
始
ま

る
。
医
療
関
係
者
か
ら
は
「
４
月
以
降
の

対
策
が
十
分
で
な
い
現
場
で
大
変
な
こ
と
が

起
こ
る
」「
病
院
運
営
へ
の
影
響
が
危
惧
さ

れ
る
」
な
ど
地
域
の
医
療
提
供
の
崩
壊
を
恐

れ
る
声
も
上
が
り
、
24
年
４
月
以
降
の
動
向

が
注
視
さ
れ
る
。

　

改
正
感
染
症
法
の
施
行
で
は
、
医
療
機

関
は
都
道
府
県
と
医
療
措
置
協
定
を
締
結

し
、
協
定
締
結
医
療
機
関
は
新
興
感
染
症

の
発
生
時
へ
の
対
応
に
備
え
る
こ
と
に
な
る
。

協
定
締
結
作
業
は
24
年
９
月
末
ま
で
を
予

定
し
て
い
る
。
病
院
経
営
者
は
「
急
性
期

病
院
の
後
方
支
援
や
地
域
の
診
療
所
と
の

連
携
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
る
。
ま
た
改
正
介
護
保
険
法
の
施
行

で
は
、
原
則
、
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
対
し
て
経
営
情
報
を
毎
会
計
年
度
終

了
後
に
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と

や
、
財
務
諸
表
を
公
開
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
要
支
援
者
に
行
う

介
護
予
防
支
援
に
つ
い
て
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
も
市
町
村
か
ら
の
指
定
を
受
け
て

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
在
宅

医
療
、
認
知
症
、
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
へ
の
対
応

も
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
完
結
型
の
医
療
・
介
護
提

供
体
制
の
構
築
に
向
け
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」
に
関
す
る
具
体
的
な
議
論
も
本
格
化

す
る
。
厚
労
省
は
「
国
民
・
患
者
に
対
す

る
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
下

に
２
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
報
告
を
求
め
る

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
内
容
・
報
告
対
象
医

療
機
関
の
範
囲
や
、
医
療
機
能
の
情
報
提

供
項
目
の
表
現
の
見
直
し
・
対
象
者
別
の
情

報
提
供
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
24
年
夏
ご
ろ
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
る

計
画
だ
。
医
療
機
関
間
だ
け
で
な
く
、
介

護
・
障
害
福
祉
施
設
も
含
め
た
地
域
で
の
情

報
共
有
と
連
携
体
制
の
構
築
が
重
要
と
な

る
。ま
た
25
年
に
向
け
た「
地
域
医
療
構
想
」

の
総
仕
上
げ
へ
の
最
終
段
階
に
入
る
と
と
も

に
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
や
在
宅
医
療
、
医

療
・
介
護
連
携
な
ど
を
含
め
た
26
年
以
降
の

新
た
な
構
想
の
検
討
も
進
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
国
の
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
、

23
年
12
月
１
日
に
は
令
和
国
民
会
議
が
社

会
保
障
の
歳
出
改
革
の
具
体
策
を
提
示
し
、

政
府
も
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
向

け
た
改
革
工
程
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
お

け
る
歳
出
効
率
化
と
生
産
性
向
上
へ
の
対

応
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
、
医
療
福
祉
業

界
に
と
っ
て
は
将
来
を
見
越
し
た
先
手
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
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の
活
動
を
深
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
２
０
２
３
年
８
月
に
は
初
め
て
当
会
の

会
員
数
は
17
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
に

至
り
ま
し
た
。
わ
が
国
の
よ
り
良
い
医
療

を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
組
織
強
化

に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、「
現
下
の
雇
用
情
勢
も
踏
ま
え
た
人

材
確
保
・
働
き
方
改
革
等
の
推
進
」「
ポ
ス

ト
２
０
２
５
を
見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
や
医
療
Ｄ
Ｘ
を
含
め

た
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
、
連
携
の
推

進
」「
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
推

進
」「
効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
医
療

保
険
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
向

上
」
の
４
つ
の
視
点
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
よ
り
報
酬

改
定
の
施
行
時
期
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
そ

の
際
に
は
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
や
効
率

化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
必
要
で
す
の
で
、

施
行
時
期
の
後
ろ
倒
し
に
伴
う
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
医
師
の
働
き
方
改
革
で
は
「
医
師
の

健
康
確
保
」「
地
域
医
療
の
継
続
性
」「
医

療
・
医
学
の
質
の
維
持
・
向
上
」
の
３
つ
の

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
当

会
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
指
定
を
受
け
た

医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
中
心
に
、
医
療
機
関
お
よ
び
勤
務
医

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
干
支
は
、「
甲
辰
（
き
の
え
た

つ
）」
で
す
。「
甲
辰
」
は
、「
成
功
と
い
う

芽
が
成
長
し
て
い
き
、
姿
を
整
え
て
い
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
日
進
月
歩

の
医
療
界
に
お
い
て
、
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
を
迎
え
る
、
ま
さ
に
画
竜
点
睛
と
も
言
う

べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
医
療
の
発
展

に
向
け
て
、
当
会
は
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
会
の
組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
３
年
度
よ
り
実
施
し
た
医
学
部
卒

後
５
年
目
ま
で
の
会
費
減
免
の
ほ
か
、
当

会
常
勤
役
員
に
よ
る
都
道
府
県
医
師
会
役

員
の
訪
問
・
面
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
対
し
、
各
地
域
医
師
会
の
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
中
で
、
そ

の
先
生
方
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つい
て
は
、

２
０
２
３
年
５
月
に
「
５
類
感
染
症
」
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
は
、
国
際
的
に
見

て
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
人
口
当
た
り
死
亡
者

数
や
陽
性
者
の
致
死
率
が
低
く
、
こ
れ
は
全

国
の
医
師
を
始
め
と
し
た
医
療
従
事
者
に
よ

る
懸
命
な
対
応
の
賜
物
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
11
月
に
は
、
厚
労
省
と
当
会
を

含
め
８
つ
の
医
療
関
係
団
体
と
共
に
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
医
療
体
制
充
実
宣
言
」
を
公
表

し
、
新
興
感
染
症
対
応
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
を
集
中
的
に
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
４
月
よ
り
改
正
感
染
症
法

に
基
づ
く
医
療
措
置
協
定
が
施
行
さ
れ
る
と

と
も
に
、
第
８
次
医
療
計
画
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
当
会
と
し
て
も
、
診
療
所
の
新
興
感

染
症
へ
の
対
応
力
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
医
師
会
の
た
め
の
モ
デ
ル
研
修

を
２
０
２
４
年
３
月
に
実
施
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、
当
会
が
目
指
す

「
国
民
・
患
者
の
皆
様
へ
の
安
心
・
安
全
で

よ
り
質
の
高
い
医
療
提
供
」
と
「
医
療
現

場
の
負
担
軽
減
」
の
実
現
に
資
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
に
対
し

て
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
含

め
た
医
療
Ｄ
Ｘ
に
掛
か
る
コ
ス
ト
に
対
す
る

公
的
支
援
の
拡
充
、
な
ら
び
に
現
場
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
と
情
報
発
信

を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

今後の医療発展へ「画竜点睛」の年 
新興感染症対応と医療ＤＸ推進へ

【令和6年　年頭所感】

公益社団法人日本医師会
会長

松本 吉郎 氏 
MATSUMOTO KICHIRO

1954 年山口県生まれ。1980 年に浜松医科大学医学
部を卒業後、1988 年医療法人 松本皮膚科形成外科医
院 ( さいたま市見沼区 ) の理事長・院長に就任。その後、
2016 年に公益社団法人日本医師会の常任理事となり、
2022 年 6 月に第 21 代日本医師会会長に就任。

Visionと戦略  2024.1 14



「医療福祉業界のトップリーダーが語る2024年以降のビジョンと戦略」
F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

Part

2

行
政
と
の
医
療
措
置
協
定
の
締
結
と
と
も

に
、
急
性
期
病
院
の
後
方
支
援
や
地
域
の

診
療
所
と
の
連
携
を
し
っ
か
り
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

24
年
は
医
療
、
介
護
に
と
っ
て
大
変
な

年
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
診
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
同
年
４
月
か
ら
医
師
の
働
き

方
改
革
が
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
す
。
決

し
て
地
域
医
療
を
壊
す
よ
う
な
働
き
方
改

革
は
行
わ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
同
じ
く
４
月
か
ら
第
８
次
医
療
計
画
も

始
ま
り
ま
す
。
各
都
道
府
県
の
計
画
策
定

に
お
い
て
、
地
域
の
医
師
会
と
と
も
に
、

病
院
団
体
も
協
議
に
参
画
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
巡
る
議
論
も
進
み
ま
す
。
中

小
病
院
が
自
ら
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
発

揮
す
る
と
と
も
に
、
主
治
医
の
診
療
所
と

の
連
携
を
い
か
に
強
め
る
か
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
病
院
に
お
け
る
介
護
職
の
問
題

も
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
高
齢
患
者
さ
ん

が
増
え
る
中
、
医
療
現
場
や
介
護
現
場
で

も
介
護
職
員
が
減
っ
て
い
ま
す
。
若
者
の

な
り
手
が
少
な
く
、
円
安
の
影
響
な
ど
で

外
国
人
の
介
護
人
材
も
日
本
に
来
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
職
員
が
不
足
す
る

中
、
見
守
り
機
能
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
国
内

発
生
か
ら
４
年
目
に
入
り
、
同
年
５
月
に

は
「
５
類
」
へ
移
行
さ
れ
、
10
月
よ
り
診

療
報
酬
上
の
特
例
措
置
も
縮
小
さ
れ
ま
し

た
。
24
年
４
月
に
は
そ
れ
も
廃
止
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
見
通
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
の
中

の
人
々
の
行
動
を
見
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
危
機
感
は
薄
れ
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

力
は
強
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
、

地
域
の
医
療
提
供
体
制
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
病
院
は
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
24
年
４
月
に
は
改
正
感
染
症
法

も
施
行
さ
れ
ま
す
。
各
病
院
に
と
っ
て
は
、

あ
り
ま
す
が
、
身
体
介
護
に
は
人
手
が
不

可
欠
で
す
。
介
護
の
仕
事
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
置

き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
、
専
門
職

以
外
の
人
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
業
務
、
専
門
職
が
行
う
業
務
に
因
数
分

解
し
て
、
高
齢
者
の
お
世
話
を
す
る
態
勢

を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
を
ゼ
ロ
か
ら
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
医
療
構
想
は
25
年
が
仕
上
げ
の
年

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
26
年
以
降
の
新
し
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
始

ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
介
護
の
在
り

方
自
体
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
新
し
い

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
地
域
医
療
構
想
を
作

り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

従
来
の
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
と
い
う
病
床
単
位
の
機
能
で
は
な

く
、
病
院
の
機
能
で
表
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
病
院
と
地
域

の
診
療
所
、
介
護
施
設
と
の
連
携
が
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
二
次
医
療
圏
も

人
口
数
万
人
か
ら
数
百
万
人
ま
で
規
模
が

違
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
医
療
構
想

の
検
証
と
と
も
に
、
二
次
医
療
圏
に
つ
い

て
も
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

日
本
の
医
療
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、

日
本
の
国
全
体
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で

す
。
日
本
の
国
力
を
挙
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医療・介護は「大変な年に」
介護職問題「ゼロから議論」
新構想「病院機能」に着目を

公益社団法人全日本病院協会
会長

猪口 雄二 氏 
INOKUCHI YUJI

1955 年東京都生まれ。97 年に独協医科大学を卒業後、
同年に同大学病院リハビリテーション科に入局。87 年に
医療法人財団寿康会理事長に就任。2000 年に四病院団
体協議会医療保険・診療報酬委員会委員長に就き、07 年
4 月に全日本病院協会副会長、17 年６月より同協会会長
に就任し、４期目となる。20 年 6 月より日本医師会副
会長も務める。中央社会保険医療協議会委員、社会保障
審議会医療部会委員を歴任。社保審医療保険部会委員。
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先
が
見
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
経
営
を
見
る
と
、
医
業
利
益
で

赤
字
の
病
院
が
80
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

昨
今
の
物
価
高
騰
、
水
光
熱
費
・
食
材

料
費
、
人
件
費
、
委
託
費
な
ど
の
上
昇
を

は
じ
め
、
診
療
報
酬
上
の
コ
ロ
ナ
特
例
措

置
の
縮
小
・
廃
止
に
よ
り
今
後
、
医
業
収

入
が
想
像
以
上
に
悪
化
す
る
こ
と
を
懸
念

す
る
経
営
者
は
非
常
に
多
い
で
す
。
ま
た

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
よ
る
コ

ロ
ナ
融
資
の
返
済
も
始
ま
り
、
病
院
の
減

価
償
却
費
が
年
々
目
減
り
す
る
中
で
、２
、

３
年
後
に
経
営
破
綻
す
る
病
院
が
一
定

程
度
、
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
病
院
に
と
っ
て
、

24
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
入
院
基
本
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
実
現
で
き
る
か
が

大
き
な
焦
点
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
病
院
の
建
て
替
え
や
移
転
・
新

築
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
病
院

の
体
力
で
は
、
建
設
費
用
に
資
本
を
投

下
す
る
の
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
。
病

院
の
建
設
費
用
を
ど
う
捻
出
す
る
の
か
。

何
ら
か
の
財
政
支
援
の
方
策
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
24
年
は
病
院
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
激
変
す
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
23
年
の
先
が
見
通
せ
な
い
と
い

う
不
安
感
か
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
少
し

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
国
内

発
生
に
よ
り
、
医
療
需
要
が
大
き
く
変
わ

り
、
さ
ら
に
受
診
行
動
パ
タ
ー
ン
も
変
化

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
23
年
５
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
は
「
５
類
」
へ
移
行
し
ま
し

た
が
、
医
療
需
要
は
発
生
前
の
状
態
に
戻

り
ま
せ
ん
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
従
事

者
は
疲
弊
し
て
看
護
師
を
中
心
に
退
職
す

る
方
々
も
相
当
数
い
ま
し
た
。
各
病
院
は

職
員
の
補
充
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
24
年
も
先
が
見
通
せ
て
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
24
年
４
月
か
ら
医
師
の
働

き
方
改
革
が
始
動
し
、
病
院
運
営
へ
の
影

響
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

か
ら
、
23
年
は
将
来
へ
の
不
安
に
覆
わ
れ
、

ず
つ
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
社
会
の
仕
組
み
や
人
々

の
考
え
方
、
行
動
が
変
わ
る
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
病
院
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
、
地
域
で
ど
う
い
う
価
値

を
創
造
し
て
い
く
の
か
、
社
会
に
ど
う
貢

献
し
て
い
く
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
病
院
が
そ
の
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
か
、
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
し

ま
う
の
か
、
あ
る
い
は
違
う
方
向
に
足
を

踏
み
出
し
て
し
ま
う
の
か
の
非
常
に
重
要

な
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
会
は
、

病
院
が
各
地
域
で
ど
の
よ
う
な
医
療
を
提

供
す
る
の
か
を
考
え
る
上
で
必
要
な
デ
ー

タ
を
提
供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
目
指

す
地
域
で
の
医
療
提
供
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
の
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

病
院
自
ら
が
こ
れ
か
ら
の
医
療
提
供
体

制
を
率
先
し
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

混
迷
を
ま
す
ま
す
深
め
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
一
方
、
地
域
の
要
請
に
応
え
て

自
病
院
を
変
え
ら
れ
れ
ば
、
地
域
に
お
け

る
存
在
意
義
を
確
立
で
き
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
激
動
す
る
変
化
の
中

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
病
院
の
新
た
な
姿

を
見
出
す
こ
と
が
次
へ
の
飛
躍
・
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
し
た
夢
の
あ
る
時
代

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大激変でも夢のある時代へ
存在確立へビッグチャンス
病院自ら率先し医療改革を

一般社団法人日本病院会
会長

相澤 孝夫 氏 
AIZAWA TAKAO

1947 年 長野県松本市生まれ。73 年に東京慈恵会医科
大学を卒業後、信州大学医学部附属病院内科学第二講座
に勤務。81 年に特定医療法人慈泉会相澤病院副院長を経
て、88 年に社会福祉法人恵清会理事長、その後、社会医
療法人慈泉会相澤病院理事長・院長を歴任し、現在は社会
医療法人財団慈泉会理事長、相澤病院最高経営責任者に就
く。2017 年 5 月より一般社団法人日本病院会会長を務め、
23 年 5 月 27 日の理事会で再選し、今期 4 期目となる。
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大
き
な
焦
点
で
す
。
地
域
医
療
構
想
も

残
り
１
年
で
す
。
次
の
構
想
を
ど
う
す
る

の
か
を
議
論
し
つ
つ
、
行
動
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
中
、
当
協
会
は
「
２
０
２
５

年
を
見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と

届
け
出
病
院
の
質
向
上
宣
言
」
を
掲
げ
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
と
と

も
に
、
将
来
の
地
域
共
生
社
会
の
創
造
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
４
つ
の
宣
言
を
表
明
し

て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
（
以
下
、
地
ケ
ア
病
棟
）
を
届
け
出

る
病
院
が
開
設
地
域
に
存
在
す
る
唯
一
無

二
の
地
域
資
源
と
連
携
・
協
働
し
、
主
に

生
活
支
援
や
意
思
決
定
支
援
が
必
要
な

高
齢
・
虚
弱
マ
ル
チ
モ
ビ
デ
ィ
テ
ィ
（
以
下
、

マ
ル
モ
）
患
者
を
み
る
地
域
診
療
拠
点
と

な
る
こ
と
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
２
つ
目

は
、
地
ケ
ア
病
棟
で
も
高
齢
者
救
急
搬
送

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
か
か
り
つ
け
医
や
介
護
支
援
専
門
員

等
の
相
談
員
と
協
働
す
る
と
と
も
に
、
自

院
が
協
力
病
院
と
な
っ
て
い
る
在
宅
や
施

設
事
業
所
と
連
携
し
て
、
高
齢
・
虚
弱
マ

ル
モ
患
者
を
で
き
る
限
り
発
症
初
期
に
受

け
入
れ
、
入
院
期
間
の
短
縮
や
本
人
・
家

族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
救
急
を

守
っ
て
い
く
姿
勢
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
「
５
類
」

に
移
行
し
、
よ
う
や
く
出
口
が
見
え
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
世
界
の
政
情
不

安
と
地
球
温
暖
化
で
、
今
後
も
物
価
高

騰
や
光
熱
費
の
上
昇
、
人
手
不
足
に
拍
車

が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
事
業
計
画
が
滞
る
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
世
の
中
に
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
病
院
運
営
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
知
恵
と
体
力
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
界
に
と
っ
て
、
24
年
は
ト
リ
プ
ル
改

定
に
よ
る
全
世
代
型
社
会
保
障
の
公
定
価

格
が
ど
う
な
る
か
、
物
価
高
騰
や
光
熱
費・

人
件
費
の
上
昇
が
反
映
さ
れ
る
の
か
、
が

３
つ
目
は
、
地
ケ
ア
病
棟
を
届
け
出
る
病

院
は
、
高
次
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
と

情
報
共
有
を
充
実
さ
せ
て
、
生
活
支
援
を

要
す
る
高
齢
救
急
患
者
に
対
す
る
「
下

り
搬
送
」
と
、
自
院
で
は
対
応
困
難
な

救
急
患
者
に
対
す
る
「
上
り
搬
送
」
の
ど

ち
ら
の
搬
送
に
お
い
て
も
、
日
常
生
活
と

の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
４
つ
目

は
、
高
齢
・
虚
弱
マ
ル
モ
患
者
を
効
率
的

に
み
る
た
め
に
は
、
専
門
医
に
総
合
診
療

や
老
年
医
学
の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
接
し
て

い
た
だ
く
こ
と
、
さ
ら
に
総
合
診
療
医
に

は
同
患
者
を
地
ケ
ア
病
棟
で
み
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
も
重

要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
医
師
や
看
護
師
を

育
成
し
、
多
職
種
協
働
の
チ
ー
ム
医
療
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会

独
自
の
「
補
完
代
替
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
近
々
に

新
し
い
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
表
で
き
る
見
込
み

で
す
。

　

我
が
国
は
総
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
地
ケ

ア
病
棟
は
現
在
の
高
齢
者
中
心
か
ら
、
例

え
ば
、
医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
も
み
る
よ
う

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
共
生

社
会
を
創
造
し
て
い
く
中
で
、
今
後
、
地

ケ
ア
病
棟
を
持
つ
病
院
の
機
能
が
広
が
っ
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今以上の「知恵」と「体力」
地ケアの質向上へ４つの宣言
“マルモ”患者の地域診療拠点へ

一般社団法人地域包括ケア病棟協会
会長

仲井 培雄 氏 
NAKAI MASUO

1985 年に自治医科大学医学部を卒業後、舳倉島診療所
長、白峰村診療所長を務め、89 年に金沢大学附属病院第２
外科入局。その後、石川と富山両県の主要病院での勤務を
経て、99 年に医療法人社団和楽仁 芳珠記念病院外科部長、
2001 年に同法人副理事長、04 年に同法人理事長に就任。
12 年に社会福祉法人陽翠水 理事長、ほうじゅグループ代
表を兼任。14年に地域包括ケア病棟協会の初代会長に就き、
今期 5 期目を迎える。その他、日本慢性期医療協会常任理事、
日本リハビリテーション病院・施設協会理事、日本在宅救
急医学会理事、日本地域医療学会副理事長などを務める。
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合
同
研
究
大
会 

広
島
２
０
２
３
」
を
開

催
し
、
多
く
の
方
が
広
島
国
際
会
議
場
に

参
集
さ
れ
、
顔
の
見
え
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
極
め
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
、
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
リ
ハ
）
活

動
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
合
意

し
ま
し
た
。
当
協
会
で
は
、
18
年
に
地
域

リ
ハ
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
「
地

域
リ
ハ
塾
」
を
企
画
し
、
同
年
度
に
34
人

の
修
了
者
（
０
期
生
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
22
年
度
に
は
44
人
の
修
了

者
（
１
期
生
）
を
輩
出
し
、
23
年
度
も
全

５
回
に
わ
た
る
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
23
年
度
の
修
了

者
（
２
期
生
）
を
含
め
る
と
計
１
０
０
人

を
超
え
る
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。
修

了
者
同
士
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全
国

各
地
域
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
に
出
向
い
て
活
躍
し
、
地
域
リ

ハ
を
草
の
根
的
に
広
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
地
域
共
生
社
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
認
知
症
の

人
へ
の
対
応
力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
急
性
期
や
回
復
期
以
降
の
リ
ハ

ビ
リ
の
充
実
は
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
は
未
だ
に
く
す
ぶ
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
る
程
度
終
止
符
が
打
た
れ
、
業
界
は
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
物
価
高
騰
や
人
件

費
の
上
昇
は
予
想
を
超
え
、
各
病
院
の

医
業
利
益
は
前
例
の
な
い
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
回
復
期
の
場
合
、

急
性
期
か
ら
の
患
者
数
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
ベ
ッ
ド
の
稼
働
率
が
上
が
ら

ず
、
一
方
で
在
宅
の
支
援
体
制
も
十
分
で

は
な
く
、
大
変
苦
労
し
た
１
年
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

当
協
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
23
年

10
月
に
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア

ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入
院
患
者

が
ベ
ッ
ド
の
上
で
１
、２
週
間
安
静
に
過

ご
し
た
結
果
、
廃
用
症
候
群
や
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
は
急
性
期
リ
ハ
が

充
実
す
る
こ
と
で
、
回
復
期
リ
ハ
は
短

期
・
集
中
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体

制
に
変
わ
り
、
患
者
を
在
宅
に
よ
り
早
く

帰
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

24
年
度
改
定
で
は
、
急
性
期
リ
ハ
を
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
る
方
向
に
あ
り
、
こ
の

こ
と
に
は
大
賛
成
で
す
。
急
性
期
と
回

復
期
以
降
の
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
に
よ
り
、

回
復
期
リ
ハ
の
役
割
は
自
ず
と
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
24
年
度
改
定
以

降
、
疾
患
別
リ
ハ
で
は
な
く
、
包
括
的
に

み
る
リ
ハ
ビ
リ
の
体
制
づ
く
り
も
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
、
医
療
に
も
介
護
に
も
保

健
（
予
防
）
に
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
は
医
療
介
護
連
携
の

橋
渡
し
役
に
な
れ
る
存
在
で
す
。
40
年
の

地
域
共
生
社
会
に
向
け
、
現
場
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
の
あ
る
べ
き
提
供
体
制
を
発
信
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
24
年
は
そ
の
ス

タ
ー
ト
と
位
置
付
け
て
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
現
場
の
皆
様
の
声
を
届
け

て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を
反
映
し
て
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

あるべきリハ体制を現場発信
地域リハ・認知症対応を推進
リハ職は医介連携の橋渡し役

医療法人真正会・社会福祉法人真正会 理事長。１９５６年生ま
れ。帝京大学医学部卒業。埼玉医科大学病院での研修後、医療
法人真正会霞ヶ関中央病院に入職。同医局長を経て、霞ヶ関南
病院病院長に就任。現在に至る。主な社会活動として、日本リ
ハビリテーション病院・施設協会会長、日本医師会病院委員会
委員、川越市医師会会長、埼玉県地域リハビリテーション推進
協議会会長、埼玉県地域医療構想アドバイザーなど。帝京大学
医学部・兵庫県立大学大学院・埼玉医科大学医学部で講師を務
める。厚生労働省社会保障審議会介護保険部会臨時委員を歴任。

一般社団法人日本リハビリテーション病院・施設協会
会長

斉藤 正身 氏 
SAITO MASAMI
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康
で
活
力
の
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
常
に
進
化
し
続
け

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
目
指
す
べ
き
未

来
の
姿
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

日
本
の
医
療
と
介
護
シ
ス
テ
ム
は
、

多
く
の
点
で
世
界
に
先
駆
け
て
い
ま
す
。

長
寿
社
会
を
支
え
る
私
た
ち
の
取
り
組

み
は
、
平
均
寿
命
の
延
伸
や
乳
幼
児
の

死
亡
率
の
低
減
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
成
功
な
ど
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
医
療

従
事
者
の
努
力
の
結
果
で
す
。
介
護
に

お
い
て
も
、
介
護
さ
れ
る
方
々
の
自
立

を
支
援
し
、
そ
の
方
々
が
可
能
な
限
り

健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
介
護
度
３
や
４
の
方
々
が
要
支
援

や
自
立
に
ま
で
回
復
す
る
数
々
の
成
功

事
例
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
事
例
は
、
私
た
ち
が
提
供
す
る
ケ
ア

の
質
と
効
果
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、

医
療
と
介
護
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

も
の
で
す
。
医
療
者
と
介
護
者
が
連
携

し
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様
や
利
用
者

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
医
療
・
介
護
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
、
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
だ
け
で

な
く
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
も

含
め
た
ト
リ
プ
ル
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
も
医
療
と
介
護
の

分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
新
し
い
挑
戦
と
機

会
の
始
ま
り
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

私
た
ち
が
提
供
す
る
医
療
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
そ
の
費
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
単
に
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
の
高
い
医
療
と

介
護
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
健

　

急
性
期
医
療
の
分
野
で
は
、
手
術
の
成

功
や
疾
病
の
治
療
と
い
っ
た
明
確
な
目

標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

慢
性
期
医
療
と
介
護
に
お
い
て
も
同
じ

よ
う
な
積
極
的
な
目
標
設
定
を
行
う
べ

き
で
す
。
介
護
事
業
所
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ
も
、
改
善
に
向

け
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
は

ず
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
機
能
改
善
や
回

復
が
図
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
「
成
果
に

基
づ
い
た
報
酬
体
系
」
へ
の
移
行
は
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
、
患

者
様
や
利
用
者
様
の
生
活
の
質
を
高
め

る
た
め
の
重
要
な
評
価
指
標
と
な
り
得

ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
改
定
に
際
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
成
果
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
を
反

映
さ
せ
る
報
酬
シ
ス
テ
ム
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
患
者

様
や
利
用
者
様
の
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
重
要
な
動
機
付
け
と
な
り

ま
す
。
処
遇
改
善
加
算
の
増
額
だ
け
で
な

く
、
成
果
を
評
価
す
る
報
酬
体
系
へ
の
変

更
は
、
医
療
と
介
護
の
質
を
高
め
る
た
め

に
不
可
欠
で
す
。
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

加
算
を
積
極
的
に
算
定
す
る
こ
と
で
、
医

療
と
介
護
の
質
の
向
上
と
持
続
可
能
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可
能
に
な
り
、
未
来

を
向
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

未来志向の医療と介護
成果に基づいた評価が
持続可能なシステムを作る

一般社団法人日本慢性期医療協会
会長

橋本 康子 氏 
HASHIMOTO YASUKO

1981 年名古屋保健衛生大学（現藤田医科大学）医学部卒
業、1981 年香川医科大学第 1 内科教室入局、1985 年
インディアナ大学腫瘍学研究所、2000 年医療法人社団和
風会理事長に就任。社会福祉法人福寿会理事長および社会
福祉法人徳樹会理事長を兼務。2022 年日本慢性期医療協
会会長に就任。慢性期リハビリテーション協会会長。
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し
て
食
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
12
年
度
に
全
国

１
０
４
カ
所
で
実
施
し
た
「
在
宅
医
療
連

携
拠
点
事
業
」
の
追
跡
研
究
も
進
め
て
い

ま
す
。
拠
点
事
業
は
第
８
次
医
療
計
画
の

在
宅
医
療
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
Ｑ
Ｏ
Ｌ
指
標
の
作
成
、

災
害
時
等
の
地
域
情
報
網
の
構
築
、
地
域

包
括
ケ
ア
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の

対
応
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
多
職
種
が
相

互
に
理
解
し
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
協
働
、
共
生

で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
合
理
的
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

最
初
か
ら
制
度
化
あ
り
き
で
は
な
く
、
ま

ず
地
域
で
作
り
上
げ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
介
護
福
祉
士
の
専
門
性
が
進

め
ば
、
看
護
師
と
の
間
の
議
論
も
あ
り
得

る
で
し
ょ
う
。
病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地

域
を
捉
え
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
人

材
不
足
の
中
で
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
を
上
手
く

取
り
入
れ
、
高
齢
者
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
介
護
人
材
の
確
保
も
課
題
で
す
。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
は
、
一
時
的
な

基
金
と
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
な
介
護
報
酬
が
あ
り

ま
す
。
事
業
所
収
入
で
は
な
く
、
本
人
に

支
給
が
直
接
届
く
仕
組
み
作
り
も
必
要
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
の

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
を
振
り
返
る
と
、
日
本
在
宅

ケ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
Ｊ
Ｈ
Ｈ
Ｃ
Ａ
）
で

は
、
７
月
に
22
の
正
会
員
団
体
が
一
堂
に

介
す
る
「
第
２
回
日
本
在
宅
ケ
ア
・
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
き
、
各
団
体
の
ト
ッ
プ
が
同
席

す
る
昼
食
会
に
よ
る
交
流
は
、
と
て
も
有

意
義
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｈ
Ｈ
Ｃ
Ａ
で
は
、
各
団
体
の
有
す
る

膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
多
職
種
を
基

本
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
食
」
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、

医
師
は
医
療
的
な
視
点
で
、
歯
科
医
は
口

腔
、
看
護
師
は
管
理
、
薬
剤
師
は
薬
、
栄

養
士
は
栄
養
と
職
種
ご
と
に
見
方
が
分
か

れ
ま
す
が
、
企
業
も
含
め
多
職
種
が
連
携

構
築
で
す
。
た
だ
、
シ
ス
テ
ム
化
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
人
の
「
温
か
み
」
が
失
わ
れ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
在
宅
医
療

に
は
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
を
丁
寧
に
み

る
「
愚
直
さ
」
が
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
は
全
人
的
な
医
療
、
介
護
、
生
活
の

提
供
で
す
。
し
か
し
人
手
不
足
の
中
、
良

い
悪
い
で
は
な
く
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
時

代
に
突
入
す
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け
医

機
能
」
も
、
診
療
所
の
医
師
だ
け
で
な
く
、

診
療
所
内
の
看
護
師
、
事
務
員
な
ど
多
職

種
が
協
働
し
対
応
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
か

か
り
つ
け
医
が
い
る
診
療
所
の
機
能
を
評
価

す
べ
き
で
す
。
地
域
の
民
間
中
小
病
院
と
の

連
携
も
重
要
で
す
。
地
域
の
在
宅
医
療
を

推
進
す
る
た
め
に
も
、
診
療
所
機
能
を
評

価
す
る
時
代
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

全
国
在
宅
療
養
支
援
医
協
会
で
は
、
23

年
よ
り
都
道
府
県
単
位
の
会
議
を
開
催
し

始
め
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
は
地
域
性
が

あ
る
の
で
、
地
域
の
独
自
性
を
踏
ま
え
た

議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま

た
24
年
３
月
に
は
、
在
支
協
主
催
の
「
在

宅
コ
ン
グ
レ
ス
」
も
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

在
宅
医
療
は
、
過
渡
期
か
ら
成
熟
期
へ

向
か
い
ま
す
。
成
熟
と
は
、
標
準
化
し
た

中
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
人
ら
し
く
在
宅
で
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る

こ
と
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

タスクシェアで高齢者を守る
診療所機能を評価する時代へ
「愚直さ」「システム」の両軸

一般社団法人日本在宅ケアアライアンス
理事長
一般社団法人全国在宅療養支援医協会
会長

新田 國夫 氏 
NITTA KUNIO

1944 年 岐阜県生まれ。67 年に早稲田大学第一商学部、79 年
に帝京大学医学部を卒業し、同医学部付属病院第一外科に入局。
83 年に新行徳病院外科部長を経て、90 年に医療法人社団つく
し会新田クリニックを開業。その後、98 年に通所リハビリテー
ション（ふれあい倶楽部）、2000 年に居宅介護支援事業所を開設。
団体としては、15 年３月に一般社団法人日本在宅ケアアライア
ンスを設立し、理事長を務める。一般社団法人全国在宅療養支援
医協会会長、日本臨床倫理学会理事長。
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23
年
は
介
護
業
界
の
深
刻
な
人
材
不
足

が
顕
著
に
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

岸
田
総
理
に
よ
る
賃
上
げ
要
請
に
よ
り
、

23
年
の
春
闘
の
平
均
賃
上
げ
は
３
・
58
％

と
な
っ
た
の
に
対
し
、
介
護
業
界
は
１
・

42
％
と
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
介
護
人

材
が
他
業
種
へ
流
出
し
て
い
ま
す
。
23
年

度
の
補
正
予
算
に
は
介
護
職
員
１
人
当
た

り
月
額
平
均
６
０
０
０
円
の
賃
上
げ
に
相

当
す
る
補
助
金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、

介
護
職
員
の
継
続
的
な
賃
上
げ
に
は
24
年

度
の
介
護
報
酬
改
定
で
大
幅
な
プ
ラ
ス
改

定
が
必
要
で
す
。

　

老
健
施
設
の
動
向
を
見
る
と
、
高
機
能

を
目
指
す
老
健
施
設
が
増
え
て
お
り
、
看

取
り
や
医
療
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
以
下
、
医

療
シ
ョ
ー
ト
）
へ
の
対
応
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
た
だ「
超
強
化
型
を
維
持
で
き
な
い
」

「
施
設
運
営
自
体
が
厳
し
い
」
と
他
業
態

へ
転
換
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。
24

年
度
改
定
で
は
、
頑
張
っ
て
い
る
施
設
に
頑

張
っ
た
だ
け
の
報
酬
が
付
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
ね
て
か
ら

是
正
を
主
張
し
て
き
た
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

大
規
模
減
算
は
見
直
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
に
関
し
て
は
、
職
員

の
デ
ー
タ
入
力
業
務
の
負
担
が
大
き
い
も

の
の
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
に
つ
な

が
ら
ず
、
現
場
に
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
は
「
５
類
」
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
終
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
施
設
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
す
れ
ば
、
職
員
の
肉
体
的
、
精
神
的
な

負
担
は
重
く
、
施
設
運
営
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
２
０
２
３
年

度
の
「
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
」
の
結

果
に
よ
る
と
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
22

年
度
の
収
支
差
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
最
も
悪
く
、
過

去
最
低
で
す
。
こ
の
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ

だ
け
で
な
く
、
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
今
、
大
き
な
問
題
が
介
護
人

材
の
流
出
で
す
。

は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

24
年
度
改
定
は
ト
リ
プ
ル
改
定
と
な
る

た
め
、
障
が
い
と
介
護
の
連
携
も
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。
老
健
施
設
は
、
多
職
種
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
、
医
療
的
ケ
ア

者
に
も
十
分
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
在
宅
支
援
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
、
医
療
と
介
護
と
障
が
い
の
全
て

を
包
含
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
老
健
施
設
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

老
健
施
設
に
お
け
る
医
療
シ
ョ
ー
ト
は
、

各
施
設
の
管
理
医
師
が
対
応
で
き
る
医
療

ニ
ー
ズ
を
近
隣
の
か
か
り
つ
け
医
に
提
示
し

連
携
す
る
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
ま
す
。

24
年
度
改
定
で
は
、
総
合
医
学
管
理
加
算

が
計
画
的
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
も
認
め
ら

れ
る
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
老

健
と
し
て
も
、
医
療
シ
ョ
ー
ト
の
活
用
に
向

け
て
、
医
療
機
関
併
設
型
と
単
独
型
の
老

健
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
で
対
応
で
き
る
医
療

ニ
ー
ズ
の
内
容
や
、
同
加
算
の
取
り
扱
い
、

近
隣
の
か
か
り
つ
け
医
と
の
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
も
検
討
し
た
い
で
す
。
ま
た
日
本
医
師

会
と
も
連
携
を
図
り
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の

医
療
シ
ョ
ー
ト
の
理
解
も
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。
24
年
は
、老
健
施
設
が
見
直
さ
れ
、

老
健
施
設
を
運
営
し
て
い
て
「
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老健運営「良かった」と思う年に
継続的賃上げに大幅プラス改定
かかりつけ医と顔の見える関係

公益社団法人全国老人保健施設協会
会長

東 憲太郎 氏 
HIGASHI KENTARO

1980 年三重大学医学部卒業。三重大学附属病院胸部外
科を経て、89 年に有床診療所を開設し、91 年医療法人
緑の風を設立。97 年には介護老人保健施設「いこいの森」
を開設し、施設長を務める。2012 年三重県老人保健施
設協会会長に就任。13 年より厚生労働省社会保障審議
会介護給付費分科会委員。14 年 6 月より全国老人保健
施設協会会長に就任し、現在 5 期目を務める。
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と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
24
年
度
改
定
に
向
け
て

全
国
老
施
協
と
し
て
戦
略
的
に
展
開
し
た

の
が
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
施
協

と
連
携
し
、
各
所
在
地
域
で
選
出
さ
れ
た

国
会
議
員
と
直
接
面
会
し
、
現
場
の
実
態

を
訴
え
る
こ
と
で
す
。
23
年
10
月
３
日
か

ら
各
地
域
で
要
請
活
動
を
開
始
し
、
１
カ

月
余
り
で
国
会
議
員
約
１
５
０
人
、
議
員

秘
書
を
含
め
る
と
約
２
７
０
人
を
超
え
る

方
々
と
面
会
し
ま
し
た
。
現
場
一
人
ひ
と

り
の
会
員
の
皆
様
と
連
帯
を
組
ん
で
、
生

の
声
を
制
度
・
政
策
に
関
わ
る
地
元
の
国

会
議
員
に
届
け
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
中
央
と
各
県
・
市

の
老
施
協
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
波
を

作
り
上
げ
た
こ
と
は
、
今
後
の
活
動
に
も

続
く
大
き
な
成
果
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

23
年
11
月
29
日
に
成
立
し
た
23
年
度
補
正

予
算
に
は
、
介
護
職
員
１
人
当
た
り
月
額
平

均
６
０
０
０
円
の
賃
上
げ
に
相
当
す
る
補
助

金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
24
年
度
改
定
で

基
本
報
酬
に
ど
れ
だ
け
上
乗
せ
さ
れ
る
の
か

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
さ
ら
に
今
後
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
措
置
費
単
価
や
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
事
務
費
基
準
単

価
の
増
額
を
求
め
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
施
設
が
し
っ
か
り
運
営
で
き
る
単
価
設
定

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
６
月
20
日
に
会
長
に
就
任

し
、
全
国
老
施
協
の
設
立
90
年
以
上
の
歴

史
の
中
で
初
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
、
24
年
度
介
護
報
酬
改

定
の
前
年
度
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
対
応

の
中
で
、
重
い
責
任
を
背
負
い
、
悩
ん
で

い
る
時
間
も
な
く
走
り
出
し
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
介
護
現
場
は
コ
ロ
ナ
禍
や

昨
今
の
物
価
高
騰
、
光
熱
水
費
・
人
件
費

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
職
員
は
疲
弊
し
、

財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
62
・

０
％
が
赤
字
経
営
で
す
。
ま
た
介
護
人
材

が
他
産
業
へ
流
出
し
て
お
り
、
各
施
設
が

人
員
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
運
営
し
て
い
る

　

全
国
老
施
協
の
24
年
の
活
動
と
し
て

は
、
22
年
に
実
施
し
た
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
証

モ
デ
ル
事
業
の
成
功
例
を
全
国
に
横
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
23
年
に
新
設
し
た

「
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
部
会
」
に

よ
る
各
種
調
査
が
同
年
度
中
に
終
了
し
ま

す
。
24
年
度
か
ら
職
場
で
の
女
性
の
活
躍

に
向
け
た
問
題
点
や
課
題
を
抽
出
し
、
女

性
が
長
期
に
わ
た
り
働
く
魅
力
あ
る
職
場

の
好
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
役
職
に

就
く
女
性
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
外
国
人
を
含
め
た
介
護
人
材
の
多
様

性
へ
の
道
が
さ
ら
に
開
け
て
い
く
で
し
ょ

う
。
一
方
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
と
の
協
定
に
よ
る
経
営
支
援
事
業
も
本

格
的
に
始
動
し
ま
す
。
24
年
１
月
よ
り
支

援
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
自
施
設

の
経
営
の
分
析
と
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

介
護
業
界
は
高
齢
者
を
預
か
る
、
命
を

預
か
る
職
場
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
命
を

大
切
に
考
え
、
立
ち
止
ま
っ
た
仕
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
現
場
の
声
を
国
に
し
っ
か
り

と
届
け
て
、
一
つ
で
も
解
決
の
道
を
拓
く

た
め
、
私
自
身
が
先
頭
を
切
っ
て
走
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
た
め
に
汗
を
か
き
、

走
り
続
け
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

走り続けて現場の声を届ける
県・市老施協と強まる連帯感
介護ＩＣＴと女性活躍の拡充

公益社団法人全国老人福祉施設協議会
会長

大山 知子 氏 
OYAMA TOMOKO

１９８５年の社会福祉法人蓬愛会の設立時から福祉の世
界に飛び込み、２０１０年より同法人理事長を務める。
同年、一般社団法人栃木県老人福祉施設協議会の会長に
就任。19 年に公益社団法人全国老人福祉施設協議会の副
会長に就き、23 年６月より会長を務める。全国老施協の
歴代会長で初の女性リーダーとなり、約１１, ０００施設
の会員を率いる。
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受
け
止
め
て
お
り
、
今
後
ご
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
で
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
協
会
の
要
望
を

一
定
程
度
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
人
当
た

り
の
取
扱
件
数
に
関
し
て
は
、
逓
減
制
の

適
用
を
緩
和
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
議
論
の
中
で
一
部
指
摘
さ
れ
て

い
る
取
扱
件
数
が
増
え
る
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
質
が
下
が
る
と
い
う
論
理
は
違
う

で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
支
援
専
門

員
が
工
夫
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
入
院
時
や

通
院
時
の
情
報
連
携
加
算
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
の
要
件
見
直
し
な

ど
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
同
一
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者

へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
報
酬
設
定
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
導
入
す
る
こ

と
に
反
対
し
ま
す
。
他
の
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

と
は
違
い
、
居
宅
介
護
支
援
費
は
月
１
回
の

包
括
報
酬
で
あ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
回
数

も
ケ
ー
ス
ご
と
に
違
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
を
組
み
合
わ
せ
た
新
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
も
、
訪
問
職
員
の
要
件
や
通

所
介
護
の
人
員
基
準
ギ
リ
ギ
リ
の
運
営
に
お

い
て
、
本
当
に
対
応
が
可
能
か
は
不
透
明

で
す
。
離
島
や
過
疎
地
で
の
展
開
に
な
る
の

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
５
類
」
へ

の
移
行
後
、
２
年
目
に
入
り
、
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
戻
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
礎
に
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
で
き
る
だ
け
在

宅
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
厳
し
い
環
境
に
あ

り
ま
す
が
、
介
護
支
援
専
門
員
に
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
で
明
る
く
、
利
用
者
を
支
え

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
処
遇
改

善
が
最
大
の
焦
点
で
す
。
23
年
に
は
官
邸

を
２
度
に
わ
た
り
訪
問
し
、
介
護
支
援
専

門
員
の
処
遇
改
善
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

岸
田
総
理
に
は
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
る
と

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
24
年
４

月
か
ら
始
ま
る
市
町
村
の
指
定
を
受
け
た

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
よ
る
介
護
予
防

支
援
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経
緯
と

制
度
改
正
に
至
っ
た
理
由
の
根
本
的
な
議
論

が
抜
け
て
い
る
の
が
問
題
で
す
。

　

当
協
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
22
年

度
に
創
設
し
た
「
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」
の
養
成
を
促
進
し
ま
す
。
社

会
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
仕
事
と
介
護

の
両
立
支
援
に
協
会
を
あ
げ
て
取
り
組
む

べ
く
24
年
10
月
の
全
国
大
会
で
は
、
同
テ
ー

マ
の
分
科
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
な
ど
に
よ
る
意
識
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
、「
自
宅
」
で
最
後
を
迎

え
た
い
人
が
多
い
一
方
、
現
実
に
は
施
設

に
入
所
し
て
い
ま
す
。
背
景
に
は
孤
独
死

の
問
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
齢
者
が
賃

貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。「
自
宅
で
最
後
を
」
と
の
希
望

に
応
え
る
た
め
の
道
も
作
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
に
医
師
が
い
る
よ
う
に
、
介
護
に

は
介
護
支
援
専
門
員
が
い
て
、
高
齢
者

を
支
え
る
こ
と
で
在
宅
生
活
が
実
現
し
ま

す
。
介
護
支
援
専
門
員
は
、
人
を
支
援
で

き
る
魅
力
の
あ
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
種

で
す
。
も
っ
と
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
す
。
私

た
ち
の
未
来
は
、
自
分
た
ち
で
切
り
拓
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

未来を自分たちで切り拓く
改定の最大焦点は「処遇改善」
「自宅で最後」応える道づくり

一般社団法人日本介護支援専門員協会
会長

柴口 里則 氏 
SHIBAGUCHI SATONORI

１９９５年に宗像水光会総合病院医療相談室室長に就き、そ
の後、福間町在宅介護支援センター所長、水光会地域総合
ケアセンター長・福津市地域包括支援センター長を経て、
２０１０年より株式会社グリーンケア・ケアプランセンター
の代表を務める。団体としては、日本介護支援専門員協会常
任理事、副会長を務め、１７年より会長に就任し、現在４期
目。２２年より一般社団法人つなぐ共生会代表も務める。
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中
、
こ
の
結
果
は
相
当
深
刻
な
事
態
で

す
。
こ
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
大
幅
な
プ
ラ

ス
改
定
を
実
現
で
き
る
か
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

一
方
、
多
く
の
事
業
者
が
将
来
の
制

度
改
正
や
報
酬
改
定
の
行
方
に
不
安
を

抱
い
て
い
ま
す
が
、
介
護
業
界
の
横
断

的
な
組
織
と
し
て
、
現
場
の
声
を
国
に

し
っ
か
り
と
届
け
る
介
事
連
の
役
割
や

期
待
値
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

介
事
連
の
会
員
数
は
23
年
下
期
に
は
月

１
０
０
０
事
業
所
の
増
加
ペ
ー
ス
で
急
伸

し
、
23
年
11
月
時
点
で
４
０
０
０
法
人
、

２
６
０
０
０
事
業
所
を
超
え
ま
す
。

　

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、
国
の
財

政
事
情
が
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
も
配
慮
さ
れ
、
お

そ
ら
く
プ
ラ
ス
改
定
、
悪
く
と
も
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
改
定
に
は
な
ら
な
い
と
予
測
し

て
い
ま
す
。
た
だ
中
長
期
的
に
は
、
介
護

報
酬
は
削
減
基
調
に
な
る
と
見
通
し
て
い

ま
す
。
24
年
度
改
定
は
あ
る
意
味
、
次

の
27
年
度
改
定
に
向
け
た
準
備
の
た
め
の

猶
予
を
与
え
ら
れ
た
と
捉
え
、
事
業
者

は
今
後
３
年
間
に
現
場
の
改
革
を
加
速

さ
せ
る
べ
き
で
す
。
特
に
生
産
性
の
向
上
、

自
立
支
援
や
科
学
的
介
護
の
推
進
が
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
24
年
か
ら
大

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長

引
く
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
物
価
高
騰
、
光

熱
水
費
の
上
昇
の
影
響
な
ど
を
受
け
、

２
０
２
３
年
の
介
護
事
業
所
の
経
営
環

境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

政
府
は
企
業
に
賃
上
げ
を
要
請
し
ま
す

が
、
公
定
価
格
で
あ
る
介
護
報
酬
で
は

物
価
高
騰
な
ど
に
伴
う
コ
ス
ト
増
を
価
格

転
嫁
で
き
ず
、
介
護
業
界
は
職
員
に
対

す
る
賃
金
改
善
を
十
分
に
行
え
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る

入
職
超
過
率
は
調
査
実
施
以
来
、
離
職

率
が
入
職
率
を
上
回
り
初
め
て
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
40
年
代
に
向
け
、
介
護
事

業
所
や
介
護
職
員
の
増
加
が
求
め
ら
れ
る

き
な
変
革
が
始
ま
り
、
業
界
が
大
き
く

チ
ェ
ン
ジ
す
る
た
め
の
大
変
重
要
な
１
年

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
事
連
と
し
て
は
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
に

入
り
、
本
当
の
勝
負
が
始
ま
り
ま
す
。

介
事
連
の
介
護
支
部
は
24
年
３
月
に
全

47
都
道
府
県
（
23
年
12
月
時
点
で
45
都

道
府
県
）
に
設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

名
実
と
も
に
全
国
組
織
で
最
大
規
模
の

会
員
数
を
有
す
る
事
業
者
団
体
と
な
り

ま
す
。
障
害
福
祉
支
部
も
24
年
度
中
に

全
47
都
道
府
県
（
同
時
点
18
都
道
府
県
）

の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。
介
事
連
は
草

創
期
か
ら
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
次

の
５
年
間
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
24

年
は
そ
の
た
め
の
土
台
づ
く
り
や
組
織
力

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
は
物
事
に
は
常
に
光
と
影
が
あ
り
、

モ
ノ
の
見
方
次
第
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
者
は
厳
し
い
経
営
環
境
下
に

あ
り
ま
す
が
、
介
護
市
場
は
拡
大
し
続

け
、
20
年
後
、
30
年
後
も
事
業
と
し
て

の
必
要
性
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
各
事
業

者
が
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
て
、
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
介
事
連
は
事

業
者
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、
一
層
の

飛
躍
を
図
り
、
よ
り
現
場
視
点
で
の
報

酬
改
定
、
制
度
改
革
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大きなチェンジへの重要な年に
生産性向上と科学的介護の推進
「草創期」から第２ステージへ

一般社団法人全国介護事業者連盟
理事長

斉藤 正行 氏 
SAITO MASAYUKI

1978 年 奈良県生まれ。2000 年 3 月に立命館大学経営学部
を卒業後、コンサルティング会社に入社し、飲食業のコンサル
ティングや事業再生等を手掛ける。その後、メディカル・ケア・
サービス株式会社取締役運営事業本部長、株式会社日本介護福
祉グループ取締役副社長を経て、13 年に株式会社日本介護ベ
ンチャーコンサルティンググループを設立し、代表取締役に就
任。18 年 6 月に法人種別・サービス種別の垣根を超えた介護
事業者の横断的組織である一般社団法人全国介護事業者連盟の
設立に参画し、20 年６月より理事長を務める。
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ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、
医
療
、

介
護
の
事
業
経
営
の
下
り
坂
が
始
ま
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
24
年
の
春
以
降
、
そ
の

崩
壊
が
社
会
に
顕
現
す
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
当
グ
ル
ー
プ
は
、

外
的
な
拡
大
よ
り
も
「
動
的
平
衡
」
の
事

業
経
営
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
動
的
平

衡
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
身
体
（
生
命
）

は
見
か
け
上
で
変
化
が
な
く
て
も
、
体
内

の
細
胞
は
絶
え
ず
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新

規
の
施
設
を
開
設
す
る
よ
り
も
既
存
の
建

て
替
え
に
投
資
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、ベ
ッ

ド
総
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
職
員
に
は
惜
し
み
な
く
投
資

し
ま
す
。
新
卒
者
の
採
用
と
教
育
を
毎
年

実
施
し
、
職
員
に
は
介
護
福
祉
士
や
保
育

士
の
資
格
を
取
得
し
て
も
ら
い
、
給
料
を

支
払
い
、
定
年
ま
で
働
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。
新
し
い
投
資
と
し
て
は
、
全
国
に
職

員
寮
を
建
設
し
、
新
入
職
員
の
住
ま
い
を

用
意
し
ま
す
。
ま
た
職
員
の
親
御
さ
ん
に

は
当
グ
ル
ー
プ
の
介
護
施
設
、
職
員
の
子

ど
も
や
孫
に
は
当
グ
ル
ー
プ
の
保
育
園
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

職
員
に
と
っ
て
は
、
親
の
介
護
や
子
ど
も

の
保
育
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
長
く
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
職
員
自
身
に

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
介
護
施
設

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
、
医
療
、
介
護
崩
壊
が

始
ま
る
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
24
年

度
か
ら
コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済
が
行
わ
れ
ま

す
。
医
療
、
介
護
の
経
営
は
ま
す
ま
す
苦

し
く
な
り
、
倒
産
（
事
業
再
生
）
や
M
＆

Ａ
の
流
れ
が
一
気
に
進
む
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
、
近
年
で
は
都
市
部
の
横
浜
市
に
新

規
オ
ー
プ
ン
し
て
も
利
用
者
が
集
ま
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の

単
価
は
ど
ん
ど
ん
下
が
り
、
働
き
手
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
仮
に
働
き
手
が
い
て

も
、
人
件
費
が
増
え
る
だ
け
で
、
ベ
ッ
ド

が
埋
ま
る
ほ
ど
の
利
用
者
を
確
保
で
き
ま

せ
ん
。
資
金
繰
り
、
需
要
、
人
手
不
足
な

を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
子
ど
も
に
負
担

を
掛
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、
施
設
の
利

用
者
も
働
き
手
も
確
保
で
き
、
法
人
の
経

営
も
安
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
当
グ
ル
ー
プ
は
福
島
県
内
の
約

９
０
０
０
坪
の
土
地
に
、
１
２
０
床
の
特

養
と
職
員
寮
、
そ
の
隣
に
保
育
園
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
職
員
の
暮
ら
す
〝
こ
や
ま

村
〟
で
す
。
高
い
利
益
を
追
求
し
な
く
て

も
、
職
員
の
生
活
を
維
持
で
き
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
方
で
す
。
湖
山
グ
ル
ー
プ
が

健
康
保
険
組
合
、
共
済
会
の
よ
う
な
存
在

に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
私
が
第
一

に
守
る
の
は
、
約
１
万
４
０
０
０
人
の
職

員
と
、
そ
の
家
族
で
す
。

　

我
が
国
の
医
療
、
介
護
は
ア
メ
リ
カ
的

な
医
療
体
制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
考
え
方
の

双
方
の
い
い
と
こ
取
り
を
し
よ
う
と
し
た
も

の
の
、
結
果
的
に
非
効
率
で
機
能
も
使
い

勝
手
も
悪
い
仕
組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
制
度
を
合
理
化
し
よ
う
、
無
駄
を

な
く
そ
う
と
し
て
、
医
療
と
介
護
を
細
か

く
分
け
す
ぎ
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
不
合
理

で
費
用
が
掛
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
医
療
、介
護
の
縦
割
り
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
特
養
に
在
宅
医
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
介
護
に
は
医

療
を
入
れ
る
、
医
療
に
は
介
護
を
入
れ
る

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

医療・介護崩壊の始まり
「動的平衡」の事業経営へ
第一に守るのは職員と家族

湖山医療福祉グループ
代表

湖山 泰成 氏 
KOYAMA YASUNARI

1955 年東京都生まれ。三井信託銀行勤務を経て、父・聖道
氏が院長を務めていた銀座菊地病院役員として経営を再建。
この再建を皮切りに、湖山医療福祉グループとして全国各地
に事業展開し、医療法人 10、社会福祉法人 13、一般財団
法人 1、株式会社 6、NPO 法人 1 を擁している。現在、静
岡県の湖山リハビリテーション病院をはじめとする 3 つの
病院・4 つの診療所、618 の高齢者介護・福祉施設等を展
開。職員数 13,311 名（2023 年 11 月 1 日現在）。ソー
シャルビジネスの草分けとして社会事業経営の在り方を追究
する。趣味は映画鑑賞で雑誌の映画評論なども手掛ける。
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か
っ
た
介
護
人
材
の
確
保
が
大
変
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
産
業
で
は
賃
上

げ
が
行
わ
れ
、
収
入
の
大
半
を
公
定
価
格

で
あ
る
介
護
報
酬
に
頼
る
介
護
事
業
者
は

つ
い
て
行
け
ず
、
他
業
種
へ
の
人
材
流
出

が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
社
も
例
外
で
は
な

く
厳
し
い
状
況
で
す
。
国
に
は
、
離
職
防

止
及
び
職
員
の
安
定
確
保
の
た
め
に
十
分

な
賃
上
げ
が
可
能
と
な
る
報
酬
水
準
を
確

保
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
一
方
で
、
事

業
者
も
経
営
努
力
で
処
遇
改
善
に
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
22
年
度
に
厚
生
労
働
省
の

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
生
産
性
向
上

の
取
組
に
関
す
る
効
果
測
定
事
業
」
に

12
施
設
が
参
画
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
な
が
ら
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を

排
除
す
る
「
品
質
を
伴
っ
た
生
産
性
向

上
」
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
挙

げ
ま
し
た
。
今
後
、
新
し
い
介
護
モ
デ

ル
の
普
及
を
通
し
て
、
介
護
人
材
不
足

と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

40
年
に
は
介
護
職
員
69
万
人
が
不
足
す

る
と
言
わ
れ
る
中
、
当
社
で
は
デ
ー
タ
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
、
人

は
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
注
力
す

る
「
未
来
の
介
護
」
の
創
造
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

加
え
、
現
場
で
日
々
生
み
出
さ
れ
る
デ
ー

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
以
来
３
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

を
は
じ
め
、
高
齢
化
の
進
展
や
物
価
高
、

水
光
熱
費
・
材
料
費
の
高
騰
と
い
っ
た
業

界
を
取
り
巻
く
外
部
の
環
境
要
因
は
24
年

度
も
継
続
し
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

く
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

５
類
移
行
も
後
押
し
し
、
他
業
界
へ
の
人

材
流
出
に
よ
る
人
件
費
上
昇
と
人
手
不
足

は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
企
業
と
し
て
自
助
努
力
で
き
る
部

分
は
創
意
工
夫
を
継
続
し
て
行
い
、
国
・

行
政
へ
支
援
を
求
め
る
部
分
に
つ
い
て
は

業
界
で
団
結
し
た
上
で
提
言
す
る
な
ど
、

社
会
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
た
め
に
自
社
・
業
界
で
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
比
較
的
採
用
状
況
が
良

タ
を
収
集
・
分
析
す
る
「
見
え
る
介
護
」、

状
態
の
悪
化
防
止
と
自
立
支
援
に
つ
な

げ
る
「
予
測
す
る
介
護
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
リ
ア
ル
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
「
ｅ
ｇ
ａ
ｋ

ｕ
」
と
名
付
け
、
社
内
で
本
格
展
開
す
る

と
と
も
に
、
介
護
事
業
者
に
向
け
た
事
業

も
進
め
て
い
ま
す
。「
品
質
を
伴
っ
た
生

産
性
向
上
」
と
「
処
遇
改
善
」
を
両
輪
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
業
界
全
体
の
持

続
可
能
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
介
護
業
界
へ

来
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
従
来
「
３

Ｋ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
介
護
職
の
イ
メ
ー

ジ
を
「
変
え
て
い
く
」「
価
値
あ
る
」「
感

動
で
き
る
」
仕
事
の
「
Ｎ
ｅ
ｗ
３
Ｋ
」
に

進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
重
要

で
す
。
当
社
に
お
い
て
、
各
ホ
ー
ム
で
月

に
一
度
開
催
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
流 

子
ど
も
食
堂
」
や
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
へ
の

パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
と
い
っ
た
職
業
体
験

な
ど
が
介
護
職
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち

の
憧
れ
や
希
望
を
醸
成
す
る
一
助
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
自
社
・
業

界
で
各
々
が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ

着
実
に
積
み
重
ね
、
拡
大
す
る
需
要
を
支

え
ら
れ
る
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
40
年
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

テクノロジーの最大活用
「見える」「予測する」介護
介護職イメージ「New3K」へ

1972 年生まれ鹿児島県出身。95 年に安田火災（現：
損害保険ジャパン）入社。2015 年 4 月にメッセー
ジ（現：ＳＯＭＰＯケア）へ出向し、同社事業所でケ
アスタッフ、管理者を経験。同年 12 月にＳＯＭＰＯ
ケアネクスト施設事業本部副本部長、2018 年 4 月
に損害保険ジャパン日本興亜（現：損害保険ジャパン）
秘書部特命部長、19 年 4 月に同社人事部長、21 年
4 月に執行役員人事部長を歴任。22 年 4 月にＳＯＭ
ＰＯケア代表取締役社長 COO に就任し、現在に至る。

ＳＯＭＰＯケア株式会社
代表取締役社長 COO

鷲見 隆充 氏 
WASHIMI TAKAMITSU
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を
５
・
５
％
程
度
引
き
下
げ
る
べ
き
」
と

明
記
さ
れ
、
報
酬
本
体
の
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
改
定
や
診
療
所
と
病
院
の
財
源
配
分
へ

の
布
石
を
打
っ
た
格
好
で
す
。
診
療
所
の

初
・
再
診
料
は
変
わ
ら
な
い
と
予
測
し
て

い
ま
す
が
、
診
療
所
に
は
厳
し
い
改
定
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
「
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
」
の
取
り
扱
い
が
論
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
は
生
活
習
慣
病
管
理
料
で
の
算
定

を
促
す
、
あ
る
い
は
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
算
定
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
包
括
診
療
加
算
、

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
、外
来
管
理
加
算
、

生
活
習
慣
病
管
理
料
な
ど
の
併
算
定
も
論

点
に
挙
が
り
、
地
域
包
括
診
療
加
算
と
外

来
管
理
加
算
の
併
算
定
が
不
可
と
な
れ
ば
、

診
療
所
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

最
も
危
惧
し
て
い
る
の
が
、
22
年
度
改

定
に
続
い
て
、
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料

の
施
設
基
準
に
お
け
る
一
般
病
棟
用
の
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
が
見
直
さ
れ

る
方
向
に
あ
る
こ
と
で
す
。
特
に
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
入
院
基
本
料
の
経
過
措
置

は
24
年
９
月
30
日
ま
で
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
施
行
時
期

の
６
月
に
悠
長
に
動
き
出
し
て
い
た
ら
、

手
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
３
月
告
示
時
点
で

入
院
基
本
料
の
変
更
点
と
自
病
院
へ
の
影

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
23
年

を
振
り
返
る
と
、
厚
生
労
働
省
が
同
年
11

月
29
日
に
社
保
審
医
療
部
会
・
医
療
保
険

部
会
に
提
示
し
た
24
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
の
基
本
方
針
（
骨
子
案
）
に
、
医
療
分

野
の
入
職
超
過
率
や
看
護
補
助
者
の
賃
金

状
況
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
や
物
価
高

騰
へ
の
対
応
な
ど
、
こ
の
業
界
で
30
年
以

上
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
前
例
の
な
い

文
言
が
書
き
込
ま
れ
た
と
い
う
印
象
で

す
。
そ
し
て
こ
の
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
内
容
が
今
後
の
改
定
に
ど
う
つ
な
が

る
か
を
注
目
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
財
務

省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
が
23
年
11
月
20

日
に
公
表
し
た
24
年
度
の
予
算
編
成
等
に

関
す
る
建
議
に
は
「
診
療
所
の
報
酬
単
価

響
を
確
認
し
、
次
の
方
向
性
を
見
定
め
て

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
台
風
の
目
と
な
る
の
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
対
す
る
評
価
で
す
。
高

齢
者
な
ど
の
救
急
搬
送
患
者
の
受
け
入
れ

に
対
す
る
評
価
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
の
入
院
日
数
に
応
じ
た
点
数
の
設

定
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
質
の
評

価
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
各
病
院
が
実
患

者
数
を
増
や
し
、
病
床
稼
働
率
を
上
げ
る

に
は
、
自
病
院
の
特
長
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
医
療
と
介
護
と
障
害
福
祉
を
含
め

た
地
域
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
次
期

介
護
報
酬
改
定
で
は
、
介
護
保
険
施
設
に

協
力
医
療
機
関
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
方
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
中

を
見
渡
し
て
、
ど
こ
が
連
携
先
と
し
て
機

能
す
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
歯
科
と
の
連
携
、
急
性

期
に
お
け
る
要
介
護
認
定
患
者
や
認
知
症

対
応
な
ど
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
も
の
に

対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
る

の
か
敏
感
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
自
病
院
・
施
設
が
地

域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

貢
献
で
き
る
の
か
を
考
え
、
連
携
に
よ
り

地
域
の
医
療
、
介
護
、
福
祉
を
よ
り
良
く

し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

6 月施行も早い段階で準備を 
地ケアの質評価「台風の目」 
介護・障害福祉との地域連携

株式会社 ASK 梓診療報酬研究所
所長

中林 梓 氏 
NAKABAYASHI AZUSA

札幌出身。病院・診療所対象のコンピュータインスト
ラクター、医事運用、経営コンサルティングに従事。
１９９７年に梓診療報酬研究所を設立。請求漏れ・経営
改善・在宅医療等をテーマに経営調査・分析、セミナー
や執筆活動を行う。当会広報物
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展
開
、
地
域
の
人
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

よ
り
収
益
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

　

従
来
の
経
営
を
変
革
し
て
成
功
を
遂
げ

て
い
る
法
人
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
当

社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様
が
運
営
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
１
０
０
人
、
個

室
ユ
ニッ
ト
、職
員
79
人
）
で
は
、（
20
年
度
）

年
間
稼
働
率
が
99
・
０
％
、
営
業
利
益
率

は
15
・
１
％
を
計
上
し
、
償
却
前
利
益
率

は
20
・
０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
は
利
益
が
上
が
る
体
質
で
す
。

　

今
後
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
（
Ａ
Ｐ
）
と
し

て
は
、
ま
ず
適
正
人
員
で
シ
フ
ト
を
回
す

こ
と
で
す
。
施
設
長
は
〝
お
大
臣
様
〟
で

は
な
く
、
現
場
責
任
者
と
し
て
働
く
。
職

員
の
年
間
休
日
も
組
み
入
れ
て
適
正
人
員

を
算
出
し
、
そ
れ
以
上
の
人
員
は
雇
用
し

な
い
。
経
営
者
は
経
営
、
施
設
長
は
施
設

長
、
本
部
は
本
部
の
仕
事
に
徹
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。

　

ま
た
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
中
、
職
員
へ

の
教
育
投
資
が
減
少
傾
向
で
す
が
、
教
育

が
全
て
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
徹
底
し
た

教
育
を
行
い
、
経
営
と
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

当
社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
施
設
の
現
場
に

入
り
、
職
員
を
A
～
D
の
４
段
階
に
ラ
ン

ク
分
け
し
て
教
育
を
行
い
ま
す
。
職
員
に
は

「
黒
字
と
赤
字
は
紙
一
重
」「
１
人
、１
日
、

１
万
円
の
大
切
さ
」
を
理
解
し
て
い
た
だ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
、真
の「
経
営
元
年
」で
す
。

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
、仮
に
「
真
水
」

プ
ラ
ス
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、
30
年
ま

で
に
介
護
保
険
制
度
は
壊
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
法
人
に
と
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
６
年
が
勝
負
で
す
。

　

法
人
の
勝
ち
残
り
の
姿
は
、
厚
生
労
働

省
の
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進
会
議
が
23

年
３
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
総
合
確
保
方

針
」
の
別
添
「
ポ
ス
ト
２
０
２
５
年
の
医
療・

介
護
提
供
体
制
の
姿
」
に
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
内
容
を
読
み
込
み
、
戦
略

を
立
て
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
40
年
の
多

元
的
社
会
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
完

全
対
応
す
る
こ
と
や
、
保
険
外
事
業
へ
の

き
、
１
日
１
客
単
価
を
最
大
に
上
げ
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
格
化
す
る
人
手
不
足
に
伴
い
、
こ
れ

か
ら
は
働
く
人
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
若

い
人
が
10
年
、
20
年
、
30
年
先
の
将
来
を

描
け
る
事
業
計
画
を
立
て
、
法
人
の
理
念

教
育
を
行
い
、
収
益
が
上
が
れ
ば
処
遇
で

返
す
仕
組
み
を
作
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

経
営
を
実
践
す
る
。
人
を
「
コ
ス
ト
」
で

は
な
く
、「
資
産
」
と
捉
え
、
人
を
大
切

に
す
る
経
営
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

40
年
に
向
け
た
Ａ
Ｐ
と
し
て
は
、
▽
風
土

（
カ
ル
チ
ャ
ー
）
を
勝
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

に
す
る
▽
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
宅
、
生
活
支
援
の

事
業
設
計
図
を
作
る
▽
人
事
制
度
を
役
割

等
級
制
・
ジ
ョ
ブ
型
人
事
考
課
・
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
雇
用
に
変
更
す
る
▽
給
食
事
業
の

見
直
し
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｊ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
の
ア
ト
ラ

ト
ル
企
画
の
Ｆ
Ｃ
に
な
る
▽
40
年
か
ら
逆
算

し
て
事
業
計
画
・
資
金
計
画
を
策
定
す
る

―
な
ど
、
多
様
な
戦
略
が
必
要
で
す
。

　

我
が
国
の
高
齢
者
人
口
、
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
の
増
加
を
見
る
と
、
福
祉
産

業
の
将
来
に
悲
観
す
る
材
料
は
あ
り
ま
せ

ん
。
変
わ
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
、
変
わ
ら
な
け
れ

ば
ピ
ン
チ
で
す
。
変
わ
り
方
は
お
教
え
し

ま
す
。
学
べ
ば
い
い
だ
け
で
す
。

ウェルフェアー・Ｊ・ユナイテッド株式会社　代表取締役社長
WJU フードシステムズ株式会社　代表取締役副社長

本間 秀司 氏 
HONMA SYUJI

US コンサルティング会社の日本のエグゼクティブシニアセールス
マネジャーとして 15 年、大手税理士法人マーケティング部統括
部長（関係会社社長兼務）として 4 年の実績などを経て、現在、ウェ
ルフェアー・Ｊ・ユナイテッド株式会社代表取締役社長、WJU フー
ドシステムズ株式会社（WJUFS）代表取締役副社長を務める。活
動としては、社会福祉法人、医療法人、民間介護事業者に対する、
経営企画室（本部機能）立ち上げ支援、経営者育成支援（エリー
ト教育）、事業計画策定支援、収支改善、人事考課制度・キャリア
パス構築支援、階層別職員研修、新規事業開発支援のコンサルティ
ング業務を通して、医療・介護の 2040 年モデル対応から個別事
業の収支改善や人材育成、事業者間の統合・合併まで支援を行い、
現在全国多数のコンサルティング実務を実施中。

24年は真の「経営元年」へ
教育とエンゲージメント経営
悲観材料はない 変わればチャンス
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